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昨
年
12
月
12
日
、台
湾
台
南
縣
山
上

郷
山
上
村
で
行
わ
れ
た「
台
南
水
道
」土

木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
受
賞
記
念
式

典
に
出
席
し
た
。山
上
村
は
、台
南
市
中

心
部
よ
り
約
20
㎞
東
方
に
あ
る
小
さ
な

村
で
、当
日
は
、台
南
縣
長（
知
事
）の
蘇

煥
智
氏
、土
木
学
会
台
湾
分
会
長
の
李

徳
河
教
授
、お
よ
び
内
閣
公
共
工
事
委

員
会
副
大
臣
陳
振
川（J. C. Chern

）氏

が
出
席
さ
れ
、約
1
0
0
人
の
村
人
立

ち
会
い
の
下
、証
書
お
よ
び
銘
板
の
授
与

を
行
った
。こ
の
浄
水
場
は
、1
9
2
2
年

に
完
成
し
1
9
8
2
年
に
そ
の
役
目
を

終
わって
い
る
が
、式
典
の
行
わ
れ
た
濾
過

器
室
は
き
れ
い
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
浄
水
場
は
、日
本
人
技
師
濱
野
彌

四
郎（
1
8
6
9
〜
1
9
3
2
年
）に
よっ

て
、設
計
、建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。濱

野
彌
四
郎
は
、1
8
9
3
年
に
帝
国
大

学
工
科
大
学
土
木
工
学
科（
東
京
大
学

工
学
部
土
木
工
学
科
）に
入
学
し
、お
抱

え
外
国
人
教
師
バ
ル
ト
ン（W

illiam
 K

. 

Burton

）の
教
え
を
受
け
た
。な
お
、当
時

の
工
科
大
学
長
は
、土
木
学
会
初
代
会

長
の
古
市
公
威
で
あ
る
。
1
8
9
6
年

に
工
科
大
学
卒
業
後
、濱
野
彌
四
郎
は
バ

ル
ト
ン
と
と
も
に
台
湾
に
渡
り
、そ
の
後

23
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
台
湾
に
滞
在

し
、主
要
都
市
の
上
下
水
道
、と
く
に
上

水
道
は
す
べて
、そ
の
手
に
よって
完
成
さ

せ
た
。当
時
、台
湾
は
ペス
ト
や
マ
ラ
リ
ア

が
流
行
し
、悪
疫
島
と
言
わ
れ
て
い
た

が
、上
下
水
道
の
完
成
に
よ
り
、多
く
の

人
び
と
が
衛
生
的
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
なった
。

　

浄
水
場
の
構
内
に
は
、濱
野
彌
四
郎

の
銅
像
が
あ
り
、そ
の
台
座
に
は
、友
人

木
村
匡
に
よ
って
書
か
れ
た
濱
野
彌
四

郎
の
業
績
が
刻
ま
れ
た
銘
板
が
あ
っ
た
。

内
容
は
、上
述
の
こ
と
が
2
1
7
文
字
の

漢
文
で
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
た
。こ
の
銅

像
の
建
立
発
起
人
の
一
人
に
、烏
山
頭
ダ

ム
で
有
名
な
八
田
與
一
が
い
る
。八
田
與

一
は
、台
湾
に
お
い
て
濱
野
彌
四
郎
の
指

導
を
受
け
た
土
木
技
術
者
の
一
人
で
あ

る
。現
在
の
銅
像
は
、最
近
復
元
さ
れ
た

も
の
で
、元
の
銅
像
は
戦
時
中
に
金
属
資

源
と
し
て
供
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、銘
板
は
元
の
も
の
で
、戦
時
中
に

も
剥
が
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。そ
れ

が
、台
湾
に
貢
献
し
た
技
術
者
を
称
え

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
保
存
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

八
田
與
一
の
こ
と
は
、そ
の
生
涯
が
劇

的
で
あ
り
、最
近
映
画
化
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、濱
野
彌

四
郎
の
こ
と
は
、そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
、有

名
、無
名
を
問
わ
ず
、多
く
の
土
木
技
術

者
が
台
湾
に
お
い
て
、そ
の
生
涯
を
さ
さ

げ
、台
湾
の
人
び
と
が
健
康
で
、豊
か
に

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、社
会
基
盤

整
備
に
よって
貢
献
し
た
。そ
こ
に
、土
木

技
術
者
の
社
会
的
使
命
を
見
る
と
と
も

に
、そ
れ
を
全
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
ら

の
生
命
の
悠
久
を
願
っ
た
土
木
技
術
者

の
熱
い
思
い
に
強
い
共
感
を
覚
え
る
。

　

当
日
、村
人
た
ち
は
、郷
土
料
理
を
振

る
舞
い
式
典
を
祝
って
く
だ
さった
。そ
れ

は
、台
南
水
道
の
完
成
に
よ
り
、悪
疫
の

流
行
が
終
焉
し
た
こ
と
を
感
謝
し
た
当

時
の
村
人
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。あ
ら
た
め
て
、土
木
技
術
者
の
人
間

に
対
す
る
無
償
の
愛
を
想
った
。

台
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